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しばたこういき
shibata_kouiki

組合公式X（旧ツイッター）も

日々更新しています！

Xアカウント

しばたこういき

@shibata_kouiki

令和 ６年度下越福祉行政組合～福祉処遇職～

職 員 採 用 試 験 の お 知 ら せ
（令和７年４月１日採用）

採用職種・人数 福祉処遇職・若干名
受付期間 令和6年4月8日（月）から令和6年5月8日（水）まで
申込方法 メール又は郵送　令和6年5月8日（水）必着

受験資格

平成6年4月2日以降に生まれた者で、学校教育法の規定に基づく高等学校を卒業した者
かつ、次の①②のいずれかを満たす者
①社会福祉主事任用資格、児童指導員任用資格、保育士資格又はこれらと同等以上の
　資格を有する者（資格取得見込の者を含む）
②社会福祉施設で2年以上の勤務経験を有する者

第１次試験 SPI3　※5月13日（月）から5月27日（月）まで全国のテストセンターにて受験可能です

詳細は組合ホームページ
でご確認ください。
仕事の内容や先輩からの
メッセージも公開中！ ホームページ 組合X

（申込み・問合せ先）
　下越福祉行政組合　事務局　総務課
　☎　0254-26-1501
　E-mail　syomu ＠ shibata-kouiki.jp

【中井さくら園】寄附金で利用者の備品を購入しました！

　前号にて紹介しました石井仁蔵さん（ポプラ社
小説新人賞受賞・新発田市出身）からいただいた
寄附金で、ワンタッチテントとベンチを購入させ
ていただき、利用者の皆さんが屋外でゆっくりと
くつろげるスペースができました。
　温かいご寄附をありがとうございました。
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令和6年度　しばたこういき２組合の予算
新発田地域3市町（新発田市、胎内市、聖籠
町）の共同処理事務に係る経費です。新 発 田 地 域 広 域 事 務 組 合

歳入 歳出

予算額：47億2,478万5千円　　前年度比：21.5％　増

市町村負担金
32億8,713万2千円
（69.6%）

使用料及び手数料
2億3,349万4千円
（4.9%）

その他収入
656万3千円
（0.1%）

国庫支出金
1,366万5千円
（0.3%）

組合債
10億4,650万円
（22.2%）

公債費
3億4,557万7千円
（7.3%）

介護保険事業費
1,440万9千円
（0.3%）

交流館費
1,510万2千円
（0.3%）

議会費
56万8千円
（0.1%）

総務費
1億9,709万円
（4.2%）

火葬場費
6,474万5千円
（1.3%）

消防費
26億7,430万1千円
（56.6%）

清掃費
14億1,299万3千円
（29.9%）

繰越金
1億3,743万1千円
（2.9%）

新発田地域広域事務組合の重点事業

6億8,345万2千円
（令和6年度事業費）

1,122万円

①消防庁舎再編整備事業
○消防本部、新発田消防署と組合事務局を集約した
　　新庁舎の建設工事など（1年目）

②一般廃棄物最終処分場整備事業
○循環型社会形成推進地域計画の策定

（　）の数値は構成比

　老朽化した消防本部・新発田消防署、組合事務局
を令和 6・7 年度の 2 か年で建設します。新庁舎は
『地域住民皆さんの暮らしを守る、安心・安全の拠点』
として整備します。
　また、庁舎移転に伴い、119 番通報の受付から	
各種災害対応の収束まで通信指令業務の核となる	
高機能消防指令システムの更新（令和 6年度事業費：
2億 682 万 2 千円）を併せて実施します。

　新発田広域エコパークの埋立率が令和 6年 1 月現
在で 70％を超えており、新たな最終処分場の整備を
進めています。当組合と構成 3市町では、胎内市船
戸地区の土取場跡地を建設予定地とする方針としま
した。令和 6年度は施設整備計画やごみの減量化・
リサイクル推進計画などを定める『循環型社会形成
推進地域計画』を策定します。

現 最終処分場
新発田広域エコパーク（新発田市金津）
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下 越 福 祉 行 政 組 合 の 重 点 事 業
①中井さくら園	 医療的ケア児受入体制整備事業	 400万3千円

②ひまわり荘	 自動火災報知設備整備事業	 990万円

令和6年度から日常生活を送るために、医療的ケアが必要な児童（医療的ケア児）の受入れを開始します。
○受入れに必要となる施設改修及び設備の導入（小児ベッド・電動シャワーストレッチャー等）

○経年により老朽化が進む自動火災報知設備の更新

新発田地域3市町に新潟市、阿賀野市、岩船地域3市村を加えた8市町村
の共同処理事務に係る経費です。下 越 福 祉 行 政 組 合

歳入 歳出

予算額：15億8,041万3千円　　前年度比：0.6％　増

市町村負担金
5億9,346万7千円
（37.5%）

支援費負担金
（中井さくら園）
3億1,672万4千円
（20.0%）

入所者負担金（ひまわり荘）
6,170万円
（3.9%）

衛生費
（休日等診療所）
8,716万5千円
（5.5%）

民生費
（ひまわり荘）
3億5,339万6千円
（22.3%）

民生費
（中井児童部・
相談支援費）
21万7千円
（0.1%）

民生費
（中井さくら園・
医療的ケア児受入）
400万3千円
（0.2%）

議会費
42万5千円
（0.1%）

総務費
1,527万8千円
（1.0%）

民生費
（中井さくら園成人部）
4億1,182万円
（26.0%）

民生費
（中井さくら園児童部）
7,394万円
（4.7%）

民生費（あやめ寮）
2億45万7千円
（12.7%）

民生費（ひめさゆり）
1億8,432万7千円
（11.6%）

公債費
2億4,938万5千円
（15.8%）

その他収入
389万3千円
（0.2%） 組合債

890万円
（0.6%）

受託事業収入
（ひまわり荘・あやめ寮・ひめさゆり）

4億3,482万2千円
（27.5%）

繰越金
1億5,778万7千円
（10.0%）

繰入金
260万円
（0.1%）

県支出金
2万9千円
（0.1%）

使用料及び手数料
49万1千円
（0.1%）

（　）の数値は構成比

組合施設へのご寄附ありがとうございました
令和5年4月から令和6年3月まで皆さまからいただきましたご寄附は、ご趣旨に添うよう有効活用させていただきます。
このほかに匿名で多くの方々からもご寄附をいただきました。

受 入 開 始 日 令和6年10月1日（予定）

対 象 下越圏域で医療的ケアが必要な児童（18歳まで）

定 員 ２名

受 入 条 件 令和６年度については日中支援のみ

【ひめさゆり】

胎内市社会福祉協議会 衣類

三田 衣類

理容こまざわ タオル

【消防本部】

新発田中央ロータリークラブ 軽トラック

【ひまわり荘】
胎内市社会福祉協議会 タオル・衣類

日本赤十字奉仕団 古布・タオル

新発田市社会福祉協議会 介護用品・布団

高橋　キミ 古布

高冬呉服店 タオル・カレンダー

【あやめ寮】
吉村　義夫 食品用ラップ・タオル

長嶺　清隆 シルバーカー

高冬呉服店 フェイスタオル

聖籠町社会福祉協議会 衣類

阿部　タカ 衣類

【中井さくら園】 ※順不同・敬称略
熊喜繊維株式会社 タオル

中井コミュニティ プランター

新発田中央高等学校ボランティア部 ベルマーク

高冬呉服店 タオル

株式会社 種権種苗店 チューリップ球根

小柳産業株式会社

ベルマーク

第四北越銀行　新発田支店

第四北越銀行　新発田西支店

明治安田生命保険相互会社　新発田営業所

ら～めん家　和玄

協和商事株式会社

大光銀行

きらやか銀行　新発田支店
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次号は令和6年7月発行予定です。
市町によって配布日が異なり
ます。「新発田地域広域事務
組合　広報」に関する皆さん
からのご意見、ご感想をお待
ちしています。

編    　 集 	 新発田地域広域事務組合　事務局総務課企画財政係
        ・　 	 〒 957-0053　新潟県新発田市中央町 5-4-7
発    　 行 	ＴＥＬ 0254-26-1501　　ＦＡＸ　0254-23-5589
Ｕ  Ｒ  Ｌ 	https://www.shibata-kouiki.jp/s-kouiki/
E - M A I L 	 kizai@shibata-kouiki.jp
印    　 刷 	 昭栄印刷株式会社 ホームページホームページ 組合X組合X

～救うのは　一番近くの　あなたの手～

令和 6年度定期救命講習会のご案内
あなたの大切な家族、友人が目の前で倒れたら…

【会場と定員】
会場 会場所在地 電話番号 定員

新 発 田 消 防 署 新発田市新栄町1-8-31（新発田消防本部） 0254-22-3701 30名
胎 内 消 防 署 胎内市新和町2-24 0254-43-3311 20名
聖 籠 分 署 聖籠町大字諏訪山2350-1 0254-27-2500 10名

【受講内容・所要時間】心肺蘇生法（AED含む）・止血法等	
普通救命講習Ⅰ（基本コース）、普通救命講習Ⅲ（小児） 2時間15分
普通救命講習Ⅱ（Ⅰ+テスト） 3時間15分
上級救命講習 7時間
救命入門コース（終了証なし） 45分

【受 講 料】	 無料
【申込方法】	 受講申請書により申込（FAX、E-mailでも申込可）
	 ※消防本部のHPから申請書をダウンロードできます

【申 込 先】	 各会場又は消防本部警防課
【受付期間】	 開催日の10日前まで、定員になり次第締め切ります
【そ の 他】	 出張による講習は原則受け付けておりません

（問合せ先）
新発田地域広域消防本部　警防課
　☎　	 0254-22-9073
ＦＡＸ	 0254-26-6690
E-mail	 skeibouka@shibata-kouiki.jp
Ｈ　Ｐ	 https://www.shibata-kouiki.jp/119/

住宅用火災警報器を定期点検しましょう !!

あなたと家族の命をまもる
住宅用火災警報器を設置されている方へ

・住宅用火災警報器の交換の目安は『10年』 です。　
・�住宅用火災警報器は電池が切れると作動しなくなります。 定期的に

点検ボタンを押すなどして作動確認を行いましょう。

点検方法はとても簡単！
・�寝室と階段に設置してある警報

器のボタンを押すか、ひもを引
いて確認するだけです。
※�住宅用火災警報器の設置は、消防法

により、すべての住宅に対し義務付
けられています。 ※メーカーや種類によって異なる場合があります。

（問合せ先）
　新発田地域広域消防本部　予防課
　　☎　0254-22-8096

剪定枝の分別搬入にご協力ください
　新発田広域クリーンセンターでは剪定枝の一部を畜舎の床材やチップ燃料に
リサイクルしています。令和5年度は「約50ｔ」の剪定枝をリサイクルしまし
た。引き続き、剪定枝の分別搬入・リサイクルにご協力をお願いします。

（問合せ先）
　新発田広域クリーンセンター
　新発田市藤掛625-1

　☎　0254-24-6217

お持ち込みできるのは、新発田市及び胎内市の方です。
【搬入手数料】	10kgあたり100円（焼却手数料と同じ）
【受入サイズ】	長さ180cm以内、太さ直径10cm以内（焼却処分と同じ）

注意点


